
山梨県立甲府城西高等学校 

令和 7年度 第 3回学校運営協議会 

〇日 時 令和８年２月５日（木） １５：４０～１７：００ 

                 （第 10回総合学科全体発表会終了後） 

〇場 所 山梨県立甲府城西高等学校 記念室（１号館２階） 

 

司会 教頭 

   ①開会の言葉（司会） 

   ②学校長あいさつ 

   ③令和 7年度学校評価の結果について・・・教頭 

   ④令和 7年度の成果及び今後の課題について・・・各担当 

   ⑤令和 8年度学校運営基本方針について・・・校長 

⑥質疑応答・意見交換 

⑦その他 

 ・令和 8年度の委員について 

   ⑧閉会の言葉（司会）   

 

※引き続き、「拡大いじめ対策委員会」を行います。            

 

第 3回 拡大いじめ対策委員会           

司会 教頭 

                説明 生徒指導主事 

①開会の言葉（司会） 

    ②第2回いじめ実態調査アンケートについて 

    ③質疑応答・意見交換 

   ④その他  

⑤閉会の言葉（司会） 

 

 

 

 



◇出席者 

【委員】 

神谷  正  長松寺南部自治会会長 

佐野 尚子  山梨県立甲府城西高等学校ＰＴＡ会長 

広瀬 一穂  山梨県立甲府城西高等学校同窓会副会長 

青柳 暁子  山梨県立大学准教授 

新居 みちる 山梨英和大学准教授 

武田 英明  甲府市市民部市民総室協働推進課長 

飯野 正久  ＮＰＯ法人「未来の荒川をつくる会」会長 

萩原  亮  甲府市青年会議所理事長 

竜澤 規之  甲府市立東中学校校長 

小尾 俊彦  甲府市立舞鶴小学校校長 

 

 

【学校職員】 

志村 光司  校長（委員） 

雨宮 真哉  教頭 

上杉 尚子  教頭 

松土 敏彦  事務長 

清水 秋生  教務主任（委員） 

篠原 滋彦  生徒指導主事 

数野 純子  進路指導主事 

田中 美香  キャリア教育主任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◎議事録 

① 開会の言葉 

司会より。 

 

② 学校長あいさつ 

・3年生は卒業を控え、1・2 年生も年度まとめに入る時期であること。 

・国スポレスリング優勝、神奈川工科大学との教育交流協定締結などの成果。 

・前期募集の倍率 1.1 倍、2 月 6日内定発表予定。 

・総合学科の魅力発信、SNS 課題、地域との連携について今後も検討したい。 

 

〇議長は要綱第 9 条により会長が務めた。 

 

③ 令和 7年度学校評価の結果について 

・教頭より生徒、保護者、教職員アンケートの結果について、重点目標ごとの達成

度と課題を説明。 

 

④ 令和 7年度の成果及び今後の課題について 

・教務、生徒指導、進路指導、キャリア教育の各主任より報告（生徒会、研究研修

については資料提示）。 

 

⑤ 令和 8年度学校運営基本方針について 

・校長より県教育振興基本計画に基づき、基本方針・重点目標・具体的方策を提案

し委員の方々より承認を得た。 

 

⑥ 質疑応答・意見交換 

【委員】年度の成果・課題を踏まえた学校評価書の記載方法について質問。 

【学校側】学校関係者評価のお願いを追って案内し、協力を依頼。 

 

【委員】社会性や地域との関わりを重視する姿勢を高く評価。挨拶が定着し、いじ

め対応も安定しているとの感想。 



【委員】教職員アンケートの教職員の回答率向上を要望。基本的生活習慣の徹底は

社会に出るうえで重要との意見。 

 

【委員】AI を活用した教育の具体策をさらに検討してほしいとの提案。 

 

【委員】就職（1/4）進学（3/4）の割合について質問。 

【学校側】近年は求人増によりこの割合で安定していると回答。 

 

【委員】インターンシップ受入企業の選定方法について質問。 

【学校側】本校卒業生が就職している企業を中心に、年度末に依頼していると説

明。 

 

【委員】中学校で実施した若手社会人による企業紹介が非常に好評であったため、

高校でも導入の検討を希望。 

 

【委員】総合学科全体発表会の生徒の協働的な姿勢を高く評価。小学校との繋がり

の可能性を検討したいとの意見。 

 

【委員】頭髪・交通マナー等において、教員評価と生徒・保護者評価に差が見られ

る項目の改善を求める。 

 

 

⑦ その他 

・校長より、令和 8年度委員について依頼。 

・教頭より学校評価書に関する依頼。 

 

 

⑧ 閉会の言葉 

司会より。 


